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221血管平滑筋培養細胞内 Ca汁 濃度に対す
る′＼ロ七ンの影響

冨-.i:原秀善･■手副王ヨ 悟
多賀紀.-.-.一郎･藤原 直士
下地 恒毅 (新潟大学株酢f車

ノ＼ロ七ンは骨格筋および心筋の筋小胞体か己､-CilJ3+

を放,Lt:.LLさせ,貯蔵 Ca2+を枯渇させる二王にLLり筋収

縮を抑制するという報吾がある. しかし｣血甘平滑筋細胞

内Ca.1+濃度 (【C;l汁ji)に対する′､t.-t二ンの影響は

明L､)かではない.そこで演者畑土,こト′卜血管平滑筋培

養細胞を用いた舶徴鏡画像解析により,~J'IL:-巨二ンJミゾ

-ブLシt/(A＼r･1'lOm7M)による fCa汁二日 上梓に対す

る･-r~日工ン し().Sot,.1.()00.2.OOt/,iLT)疑壬轡を検索 L

たので報告する.

AVP=0:iM日こよ])細胞質だけでなく核LT)｢Ca2+]

i上昇がん上､,わた.AVl)(10-'iMlによる lCa2 十 日 Ll)

上梓は核の万が細胞質｡ti)も高く, 核も重要な C こ12+

貯蔵部位であることが示唆された. ,＼lH･･_バま.A＼:'r'

=O【7M)による核および細胞質の [Ca-i+]i卜昇を]:.

もに抑制 した.

23)低酸素時における気管支拡張薬叫 TJ用

準急井恒麗 卦紳 剛 漸 潟東学麻酔紺

気管 ･気管支軽挙時(I,')治療濃として,β刺激燕や Ca

括抗薬が使用されてし､るが,童璃な気管 ･気管支軽挙時

の低酸素状態においてこIIL､〕獲物の作JHがLL-:L')上･')に変

強力な気遣平滑筋収縮作用を有し.気管 ･気管支 痩 撃 の

- 1で収縮したモ′Lt･ソト摘.1･J.気管標本を用い,種 の々

気管支拡張薬C')低願泰時における反応性を比較検討した,

_T-ン上†:I)ン-･･･-1収縮反応の抑制は低酸素により影響さ

れなか-､た.(か こカJLジビンによるエントヒりン--1

収縮反応の抑制は低酸素により増強された.以上t/-r)結果

より,低酸素時の気管支拡張薬の作用は正常時cT)作用と

必ずしも岡-ではないことがわかった.

2′1)海馬切片における細胞内 pH に及ぼす7'
ンモニ117ムの作間

藤原 直土 (新潟大学麻酔科)

単願における細胞の酸塩基パラソス調節機構を特徴づ

けるたれ 海馬切片潅流標本における細胞内 I.)r･1iこ及

内 pIlを低下させ.そIIJ-_LL_i)に二十ブ1応答は減弱

Lたが.アンモニウムを除くと細胞内 pトi昭司複 し,

I十ブス応答も回復した.I,'ンモニJ′∴による細胞内 pH

t-I)低下は Nd+Ii+交換輸送系の阻害剤であるアミL7ニ7

(ドに嘉.I)増強された.また,∵ンiJ,ニrt7Jr､魚荷により

低下L!二細胞内 叶ILr)回復くま等 pI-1LJ)C(二)21-ree潅

流液中では抑制きれた,以上の結果軌 海馬切片をこおけ

る細胞内 pll調節糸には Na'H+交換輸送系ととも

に,Nこ1+依存性 t･･･iCO了 (r-交換輸送系が蚤要である

こ と を示唆する.
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司 会 吉川 忠次 (新潟大学救急部)

1ト賢しい外傷後~勘 亘を呈した重症骨盤骨折の
ま例

吉川 忠次 (新潟大学救急部)

症例は.16歳,男性,交通事故iこよる骨盤骨折.回腸

破裂,後腹膜血腫例である.受傷後早期iこ外傷性ユニl.守

J7の遷延 (少なくとも150分間)があり､大量輸血を要

した (保存血に換算して約 10000ml).本例では第12病

日にビ1-17をもつ (T.Bit:17.8mg.;:E.83,%が直接型)

高度の黄症が亡ん｢,.'れ 臨床経過等より｢外傷後黄痕 (post-

traumaticjaundice)｣と判断 した.これは,血腫の吸




